
を
存
続
す
べ
き
だ
。

こ
の
度
の
市
税
の
軽
減
措
置
の

見
直
し
は
、
財
源
確
保
を
目
的

と
し
て
行
う
も
の
で
な
く
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
よ
り
不
公
平
に
な
っ
て

い
る
も
の
や
、
意
義
が
希
薄
化
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
廃
止
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
個
人
市
民
税
の

軽
減
措
置
は
、
現
下
の
社
会
経
済
情
勢

や
国
の
税
制
改
正
の
動
向
を
見
て
引
き

続
き
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
今
回
は
見
直
し
を
行
わ
な
い
。

N
P
O
法
人
に
対
す
る
支
援
の

取
組
が
大
切
だ
。
杉
並
区
が
独

自
に
創
設
し
た
N
P
O
支
援
基
金
制
度

に
見
ら
れ
る
、
N
P
O
法
人
へ
の
寄
付

控
除
に
よ
る
財
政
的
な
支
援
に
つ
い
て

は
、
寄
付
額
が
予
定
の
倍
額
を
超
え
て

お
り
、
成
功
し
て
い
る
。
市
で
も
一
考

の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

こ
の
方
式
を
自
治
活
動
で
活
躍
し
て
い

る
自
治
連
合
会
の
地
域
の
寄
付
行
為
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
に
運
用
し
て
は
ど
う
か
。

杉
並
区
の
制
度
の
特
徴
は
、
寄

付
者
が
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
寄
付
金
の
使
途

に
つ
い
て
寄
付
者
の
意
向
が
尊
重
さ
れ
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意 見 書・決 議 
［要　旨］ 

意 見 書・決 議 
［要　旨］ 

11月定例会では、意見書4

件と決議1件を可決しました

（審議結果は4面参照）。

意見書については、内閣総

理大臣など、関係機関に提出

しました。

国庫補助負担金の廃止・縮減に

関する意見書

国から地方への税源移譲による

地方税財源の充実確保について、

地方分権の一層の推進のため、次

の事項を強く要望する。

１ 国庫補助負担金の見直しに当

たっては、地方の自主的な財政

運営ができるよう税源移譲など

財政措置を講じ、地方に財政負

担を転嫁しないこと。

２ 義務教育費国庫負担制度の見

直しでは、退職手当等義務的な

経費について、その具体的な財

源の明示もされない部分的な見

直しを行わないこと。

３ 県費負担教職員制度の見直し

では、道府県から指定都市への

税源移譲が不可欠であり、学級

編成などの包括的な権限移譲を

前提に検討すること。

地域雇用対策の強化を求める

意見書

厳しい雇用状況が続く中で、「緊

急地域雇用創出特別交付金制度」

は、雇用において一定の成果を上

げている。

国は、同制度の改善を図り地域

雇用施策の強化を進め、地域の実

情に即した次の雇用対策を実施す

ること。

１ 同制度の要件を緩和し、地方

自治体が活用しやすくすること。

２ 同制度が継続的な雇用や起業

につながるよう、新しい地域雇

用支援制度を創設すること。

３ 「新規・成長分野雇用創出特別

奨励金」や「緊急雇用創出特別奨

励金」などの助成制度の充実を図

ること。

子どもたちの健やかな成長の

ために総合的な子育て支援策を

求める意見書

子どもたちの健やかな成長のた

めに、社会全体で子育てをサポー

トする体制の充実が必要である。

親への財政的支援など総合的な

子育て支援策を展開するため、国

は次の施策の確立を図ること。

１ 年金資金を活用した子育て支

援の充実を図ること。

２ 育児・介護休業制度の改善・拡

充を図ること。

３ 妊産婦検診への公的助成の拡

大及び不妊治療への保険適用・公

的支援を図ること。

４ 保育サービスや親へのサポー

ト体制を充実させること。

５ 一人親家庭への経済的支援や

就労支援などを図ること。

中小企業に対する支援策の

早期拡充を求める意見書

中小企業の経営環境の厳しい状

況にかんがみ、中小企業に対する

支援を早期に実施するため、国は

次の施策の確立を図ること。

１ 厳しい資金繰りに対応するた

め、金融セーフティネット保証・

貸付の拡充を図ること。

２ 売掛債権担保融資制度の普及・

定着のため、PRの強化や手続の

簡素化などを促進し、その利用

拡大を図ること。

３ 厳しい経済状況にかんがみ、

外形標準課税の早期導入を行わ

ないこと。

４ 事業継承税制の拡大や同族会

社の留保金課税の廃止など税制

面での支援を図ること。

運動団体支部補助金虚偽報告の

徹底解明と同和行政完全終結を

求める決議

今回、運動団体支部に対する補

助金について、カラ事業、水増し

事業等、多くの虚偽報告が発覚し、

事実と異なる事業に補助金が交付

されていたことが明らかになった。

既に平成13年度末をもって廃止さ

れた事業とはいえ、市民や議会の

信頼を大きく損ない、市政全体に

及ぼす影響は、計り知れない重大

な事態であり、断じて許されない。

よって市民の信頼を取り戻すた

め、今般設置された「調査委員会」

においてき然とした姿勢で徹底し

た事実解明を行い、１日も早い結

果の公開と厳正な対処に取り組む

べきである。また同時に継続され

ている残事業については完全終結

すべきである。

日
本
で
唯
一
の
自
治
体
直
営
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
創
設
さ

れ
た
京
都
市
交
響
楽
団
は
、
京
都
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
、
一
層

活
躍
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
不

況
の
折
、
危
機
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、

一
流
の
指
揮
者
や
作
曲
家
、
ま
た
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
日
本
一
の

交
響
楽
団
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

世
界
の
主
要
な
歴
史
都
市
に
は

必
ず
そ
の
顔
と
な
る
一
流
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
。
京
響
は
、
13
年

度
か
ら
大
友
直
人
氏
を
常
任
指
揮
者
に

迎
え
、
新
た
な
魅
力
を
加
え
て
い
る
。

更
に
18
年
の
創
立
50
周
年
に
向
け
一
層

の
飛
躍
を
図
っ
て
い
く
。
楽
団
の
運
営

に
は
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
が
、

世
界
的
に
著
名
な
指
揮
者
、
ソ
リ
ス
ト

の
招
へ
い
に
努
め
る
な
ど
、
文
化
と
芸

術
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
に
誇
れ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

同
和
と
名
の
付
く
行
政
施
策
は
、

14
年
3
月
で
終
結
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
事
実
上
の
特
別
対
策
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
市
と
の
協
議
の
場
と

な
っ
て
い
る
部
落
解
放
同
盟
の
企
画
推

進
委
員
会
へ
の
参
加
は
き
っ
ぱ
り
と
や

め
、
新
た
な
受
け
皿
づ
く
り
に
は
、
一

切
協
力
し
な
い
な
ど
、
同
和
行
政
の
真

の
終
結
に
向
け
た
き
然
と
し
た
態
度
を

と
る
べ
き
だ
。

特
別
施
策
と
し
て
の
同
和
対
策

事
業
は
13
年
度
末
を
も
っ
て
終

結
し
、
14
年
度
以
降
は
、
教
育
や
市
民

意
識
の
問
題
な
ど
、
同
和
問
題
を
解
決

す
る
う
え
で
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

一
般
施
策
に
よ
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
政
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

る
人
権
文
化
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
団
体

と
の
連
携
や
協
力
も
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

京
北
町
は
、
今
後
の
発
展
の
た

め
に
は
合
併
が
避
け
ら
れ
な
い

と
判
断
さ
れ
、
編
入
先
と
し
て
日
常
生

活
圏
に
な
っ
て
い
る
京
都
市
を
希
望
さ

れ
た
。
合
併
に
向
け
て
の
課
題
も
少
な

く
な
い
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

こ
の
度
の
京
北
町
か
ら
の
編
入

合
併
の
要
望
を
町
民
の
総
意
と

し
て
重
く
受
け
止
め
た
。
し
か
し
、
合

併
は
住
民
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
問

題
で
も
あ
る
の
で
、
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
、
事
前
に
協
議
・
検
討
を
十
分
に

行
っ
た
う
え
で
、
市
民
と
同
町
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
15
年
１
月
に
市
・
京
北
町
合
同

の
合
併
問
題
研
究
会
を
設
置
し
た
い
。

な
ど
の
問
題
に
対
し
て
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

歴
史
的
な
町
並
み
を
守
る
た
め

に
長
期
に
わ
た
り
大
き
な
努
力

を
傾
注
し
て
き
た
が
、
近
年
の
社
会
経

済
情
勢
の
大
き
な
変
化
の
下
、
市
の
力

の
み
で
は
財
政
的
に
も
限
界
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
今
日
ま
で
の
市
の
施
策
な

ど
を
十
分
検
証
の
う
え
、
町
並
み
景
観

の
保
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
伝
統
文
化
や

産
業
な
ど
も
含
め
て
、
国
家
的
見
地
か

ら
の
国
の
財
政
的
、
制
度
的
な
措
置
に

つ
い
て
総
合
的
な
提
案
を
取
り
ま
と

め
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

京
都
経
済
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
消
費
の
絶
対
量
を
い

か
に
増
や
す
か
が
最
大
の
課
題
だ
。

そ
の
た
め
、
観
光
客
を
は
じ
め
と
す

る
消
費
人
口
の
市
内
流
入
、
そ
し
て

一
方
で
は
市
民
を
動
か
す
よ
う
な
諸

施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
15
年

度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、
思
い
切

っ
た
目
玉
施
策
を
打
ち
出
し
て
は
ど

う
か
。

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
集

い
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
は
、
消
費
を
拡
大
し
、
そ
の
経
済
波

及
効
果
に
よ
り
、
深
刻
な
京
都
経
済
の

改
善
に
つ
な
が
る
有
効
な
方
策
だ
と
考

え
て
い
る
。
3
月
に
開
催
す
る
京
都
・

花
灯
路
事
業
や
伝
統
産
業
の
日
関
連
事

業
の
ほ
か
、
二
条
城
築
城
400
年
記
念
事

業
な
ど
、「
人
が
集
ま
り
、
人
が
動
く
」

様
々
な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。
深
刻
な
財
政
状
況
の
下
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
を
編
成
し
た
い
。

政
府
は
、
医
療
費
の
値
上
げ
な

ど
の
負
担
増
計
画
を
進
め
て
お

り
、
ま
た
庶
民
や
中
小
企
業
へ
の
増
税

も
目
白
押
し
だ
。
不
況
下
で
の
巨
額
の

国
民
負
担
増
や
不
良
債
権
処
理
の
加
速

は
、
既
に
大
失
敗
が
証
明
済
み
の
政
策

だ
。
市
長
は
、
京
都
経
済
の
立
て
直
し
、

市
民
の
生
活
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

政
府
に
対
し
て
根
本
か
ら
再
検
討
す
る

よ
う
に
求
め
る
べ
き
だ
。

小
泉
内
閣
で
は
日
本
経
済
再
生

の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る「
骨
太
の

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
改
良
住
宅
の
家
賃
滞
納
対
策
　
　
　
　
　
　
　
（
自
民
党
）

○
借
換
融
資
制
度
の
継
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
共
産
党
）

○
道
路
交
通
問
題
の
現
状
と
今
後
の
対
策
　
　
（
民
主
・
都
）

○
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
　
　
　
　
　
　
　
（
公
明
党
）

方
針
」を
基
に
構
造
改
革
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
取
組
に
強
く
期
待
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
京
都
経
済
の
回
復
や
市

民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
当

面
、
日
本
経
済
の
再
生
、
総
合
デ
フ
レ

対
策
に
重
点
を
置
い
た
早
期
取
組
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
要

望
し
て
い
き
た
い
。

右
京
区
水
尾
地
域
で
は
、
住
民

が
自
治
会
バ
ス
を
運
行
し
て
き

た
が
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
こ

れ
以
上
続
け
る
こ
と
は
限
界
に
き
て
い

る
。
住
民
の
足
と
し
て
な
く
て
は
な
ら

ず
、
更
に
は
区
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
、

是
非
と
も
支
援
を
行
う
べ
き
だ
。

水
尾
地
域
な
ど
過
疎
化
の
進
む

山
間
地
域
の
様
々
な
課
題
の
解

決
に
向
け
、
道
路
整
備
な
ど
の
活
性
化

対
策
を
推
進
し
て
き
た
。
水
尾
地
域
で

の
自
治
会
バ
ス
の
運
行
は
、
住
民
の
日

常
生
活
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識

し
、
法
的
課
題
の
解
消
に
向
け
、
国
と

協
議
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
安

定
し
た
運
行
財
源
の
確
保
と
運
行
上
の

安
全
対
策
等
が
講
じ
ら
れ
れ
ば
、
道
路

運
送
法
に
基
づ
く
許
可
を
行
う
方
向
で

検
討
す
る
と
の
見
解
を
得
た
。
具
体
的

な
支
援
策
に
つ
い
て
住
民
と
協
議
を
行

い
、
足
の
確
保
を
早
急
に
図
っ
て
い
く
。

自民党＝自由民主党京都市会議員団、共産党＝日本共産党京都市会議員団
民主・都＝民主・都みらい京都市会議員団、公明党＝公明党京都市会議員団（ ）

（

）

京
北
町
か
ら
の

編
入
合
併
要
望

自民党

ま
た
、
今
後
の
合
併
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
議
会
と
十
分
相
談
し
た
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
住
民
の
自
主
的
・
主
体

的
な
意
見
を
十
分
尊
重
し
、
府
市
協
調

の
精
神
を
大
切
に
進
め
て
い
き
た
い
。

14
年
10
月
に
地
方
分
権
改
革
推

進
会
議
が
提
出
し
た
最
終
報
告

書
に
は
、
役
割
分
担
は
明
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
伴
う
税
配
分
な
ど
は
先

送
り
さ
れ
た
感
じ
だ
。
ま
た
本
市
は
多

く
の
文
化
財
な
ど
国
家
的
財
産
を
保
存

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
地
方
分
権

の
出
発
点
で
あ
る
今
、
し
っ
か
り
と
し

た
税
源
移
譲
を
も
含
め
た
基
礎
を
作
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
見
解
は
。

地
方
分
権
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
税
を
中
心
と
す
る
自

立
的
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲

を
引
き
続
き
国
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

ま
た
、
本
市
固
有
の
財
政
需
要
に
見
合

っ
た
財
源
確
保
の
取
組
も
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
京
都
の
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
国
家

的
見
地
か
ら
の
財
政
措
置
を
含
め
た
総

合
的
な
施
策
を
強
く
求
め
て
い
き
た

い
。

政
府
が
一
律
外
形
標
準
課
税

の
導
入
や
所
得
税
・
住
民
税
の

課
税
最
低
限
の
引
下
げ
な
ど
大
増
税

計
画
を
考
え
て
い
る
中
、
市
は
法
人

市
民
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
を

廃
止
す
る
条
例
を
提
案
し
た
。
ま
た

市
税
制
研
究
会
は
、
個
人
市
民
税
の

軽
減
措
置
の
廃
止
も
求
め
て
い
る
。

財
源
は
財
政
の
浪
費
な
ど
を
省
け
ば

十
分
確
保
で
き
る
。
市
は
軽
減
措
置

（

）

京
都
経
済
の
回
復
と

市
民
生
活
の
安
定

共産党

（

）

京
響
の
更
な
る
発
展

公明党

（

）

同
和
行
政
の
真
の
終
結

に
向
け
た
取
組

共産党

（

）

水
尾
地
域
に
お
け
る

バ
ス
輸
送
の
確
保

自民党

（

）

京
都
経
済
の
活
性
化
策

自民党
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に質問を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
公
益
活

動
の
促
進
が
図
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、

大
変
意
義
が
あ
る
。
基
金
制
度
を
活
用

し
た
具
体
的
な
市
民
活
動
の
支
援
に
関

し
て
、
今
後
、
前
向
き
に
研
究
・
検
討

し
て
い
き
た
い
。

私
た
ち
の
食
生
活
に
深
い
か
か

わ
り
を
持
つ
食
品
業
界
で
多
発

し
た
様
々
な
事
件
に
、
市
民
は
大
き
な

不
安
を
隠
せ
な
い
。
中
央
卸
売
市
場
を

抱
え
る
市
と
し
て
関
係
業
者
を
対
象
に

し
た
、
モ
ラ
ル
を
含
め
た
研
修
指
導
を

行
う
こ
と
や
、
不
正
排
除
の
た
め
の
条

例
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
の
検
査
に
つ
い
て
、
そ

の
後
も
継
続
し
て
い
る
の
か
。

第
一
市
場
で
は
、
場
内
業
者
を

対
象
に
講
習
会
な
ど
を
重
ね
、

業
界
指
導
を
徹
底
し
、
食
品
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。
条
例
整
備
に
つ
い

て
は
国
の
動
き
に
注
目
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染

牛
の
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
全
国
統
一

の
基
準
に
よ
る
全
頭
検
査
を
実
施
し
て

い
る
。
更
に
、
安
全
性
の
高
い
解
体
の

方
式
を
導
入
す
る
な
ど
、
消
費
者
の
不

安
を
取
り
除
く
た
め
に
努
め
て
い
る
。

（

）

N
P
O
法
人
な
ど
へ
の

支
援
策

公明党

（

）

食
の
安
全
に
関
す
る

取
組

公明党

（
65
歳
以
上
）の
保
険
料
は
基
準
額
で
月

額
千
円
以
上
の
大
幅
値
上
げ
と
算
出
さ

れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
暮
ら
し
が
大
変

な
中
、
保
険
料
を
値
上
げ
す
べ
き
で
は

な
い
。
市
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

な
ど
独
自
の
努
力
が
必
要
だ
。

本
市
の
高
齢
化
率
は
高
く
要
介

護
認
定
者
も
多
い
が
、
第
1
号

被
保
険
者
へ
の
居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
か
つ
高
い
水
準
で

提
供
し
て
い
る
。
介
護
の
必
要
な
高
齢

者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
費
用
と
し
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て

い
る
と
お
り
、
全
体
の
18
％
を
第
1
号

被
保
険
者
の
保
険
料
で
賄
う
必
要
が
あ

り
、
今
回
の
見
込
額
と
な
っ
た
。
今
後

と
も
市
民
や
市
に
過
重
な
負
担
を
招
か

な
い
よ
う
、
国
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

高
齢
者
が
そ
の
所
有
す
る
不
動

産
を
担
保
に
生
活
・
介
護
資
金

の
融
資
を
受
け
る
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー

ジ
制
度
は
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

の
に
非
常
に
有
効
な
制
度
だ
。
高
齢
者

の
あ
ら
ゆ
る
層
を
対
象
と
し
た
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
制
度
が
で
き
る
よ
う
、
民

間
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
検
討
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

国
は
、
都
道
府
県
の
社
会
福
祉

協
議
会
を
実
施
主
体
と
し
、
低

所
得
者
を
対
象
と
し
た
制
度
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
こ
の

制
度
が
広
く
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
民

間
金
融
機
関
な
ど
で
の
実
施
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
府
の
動
向
に

注
視
し
つ
つ
、
狭
小
な
住
宅
へ
の
適
用

も
視
野
に
入
れ
た
京
都
な
ら
で
は
の
制

度
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
金
融
機
関
な

ど
の
関
係
機
関
と
共
に
研
究
し
て
い

く
。

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
市
民

回
収
運
動
が
順
調
に
拡
大
し
て

い
る
。
こ
れ
は
環
境
問
題
を
切
り
口
と

し
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
だ

と
確
信
し
て
い
る
。
15
年
度
の
廃
油
精

製
施
設
の
建
設
を
契
機
に
、
回
収
の
拠

点
数
の
目
標
達
成
に
向
け
て
全
市
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
資
源
循
環
・
環
境

保
全
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
す

活
動
へ
と
高
め
て
い
く
べ
き
だ
。

地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
3

開
催
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
廃
食

用
油
燃
料
化
事
業
を
全
国
に
先
駆
け
て

進
め
て
き
た
。
特
に
市
民
回
収
運
動
は

環
境
意
識
の
定
着
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
発
展
に
も
貢
献
す
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
と
も
、
全
庁
的
な
取
組
と
共

に
、
各
種
団
体
の
地
域
活
動
と
一
体
と

な
っ
た
取
組
を
進
め
、
回
収
拠
点
数
の

拡
大
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（

）

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ

制
度
の
導
入

自民党

（

）

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油

の
市
民
回
収
運
動

民主・都

こ
れ
ま
で
と
同
じ
経
済
社
会
シ

ス
テ
ム
の
延
長
線
上
で
考
え
る

限
り
、
文
化
都
市
、
環
境
都
市
、
景
観

都
市
、
そ
の
結
果
に
つ
な
が
る
観
光
都

市
・
京
都
の
成
立
は
有
り
得
な
い
。
京
都

が
京
都
と
し
て
生
き
る
た
め
、
政
策
の

方
向
を
持
続
可
能
な
発
展
へ
の
仕
組
み

に
転
換
し
、「
京
都
方
式
・
京
都
は
考
え

る
・
京
都
発
信
」を
示
す
べ
き
だ
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
環
境
と
保
全
・
再
生
・
創
造

を
基
軸
に
、「
持
続
可
能
な
都
市
づ
く

り
」や
、
優
れ
た
景
観
の
保
全
な
ど
の

「
京
都
の
魅
力
の
継
承
」、
更
に
は
公
共

交
通
優
先
の
交
通
体
系
の
構
築
に
よ
る

「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
」な
ど
が

重
要
な
視
点
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
世
界
の
中
で
独
自
の
存
在
感
を
持

っ
た
都
市
と
し
て
、
時
代
の
転
換
期
を

リ
ー
ド
し
、
安
ら
ぎ
と
華
や
ぎ
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

京
都
は
文
化
と
芸
術
の
粋
が
集

積
し
た
日
本
文
化
の
象
徴
で
あ

り
、
ま
た
自
然
景
観
が
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
高
め
て
い
る
。
し
か
し
時
代
の
変

化
と
近
代
化
が
進
む
中
、
町
並
み
景
観

は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
市
独
自
で
解

決
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
景
観
保
全 京北町長から市会議長に編入合併の要望

（

）

地
方
分
権
の
推
進
に

伴
う
税
源
の
拡
充

自民党

（

）

市
税
の
軽
減
措
置
の

存
続

共産党

（

）

介
護
保
険
制
度
の
改
善

共産党

事
業
計
画
の
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
第
1
号
被
保
険
者

（

）

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

民主・都

（

）

京
都
の
町
並
み

景
観
保
全

民主・都

市会が採択した請願

○あん摩マッサージ指圧
師等に関する法律等の
遵守

○少人数教育等の拡充


